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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 1,472 △40.7 △109 ― △114 ― △88 ―
21年3月期第1四半期 2,482 ― 132 ― 127 ― 73 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 △6.48 ―
21年3月期第1四半期 5.19 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 8,842 2,413 27.2 177.82
21年3月期 9,340 2,463 26.3 181.28

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  2,404百万円 21年3月期  2,451百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年3月期 ―
22年3月期 

（予想）
― ― ― ―

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

3,000 △39.7 △125 ― △150 ― △40 ― △2.96

通期 6,650 △23.7 40 ― △20 ― 20 ― 1.48
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．上記の予想は発表日時点において入手した情報に基づいて作成しております。実際の業績は、今後発生する様々な要因により異なる結果となる可能
性があります。 
２．平成22年３月期の配当予想については、現在の経済状況から判断し、来年の予想が非常にむずかしい為、未定とさせていただきます。その時点の状
況、その時点以降の見通しで判断させていただき、すみやかに開示いたします。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 14,090,400株 21年3月期  14,090,400株
② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  568,484株 21年3月期  568,484株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 13,521,916株 21年3月期第1四半期 14,083,848株

- 2 -



当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、一部で在庫調整による生産の持ち直しもみられたも
のの、昨年の世界的な金融危機の影響も根強く、雇用情勢の悪化や、民間設備投資、個人消費も伸び悩
み、景気は引き続き厳しい状況で推移いたしました。 
当社グループを取り巻く関連業界におきましては、主な需要先である自動車関連の在庫調整や生産設備

の抑制などもあり、生産高及び販売が著しく減少いたしました。また、耐火物業界におきましても、売上
が大幅に減少し、経営環境は厳しい状況となりました。 
このような環境の中、当社グループは、人員削減や経費削減等に取り組みましたが、売上高の大幅な減

少を吸収できず、当第１四半期の状況は、悪化いたしました。その結果、当第１四半期連結会計期間の売
上高は14億７千２百万円（前年同四半期比40.7％減）、営業損失は１億９百万円、経常損失は１億１千４
百万円、四半期純損失は８千８百万円となりました。 

  
（セグメント別売上） 
セグメント別の売上高は、耐火物等が11億２千８百万円（売上高比率76.6％）と前年同四半期比36.4％

減少し、営業損失は５千１百万円となりました。溶解炉・環境関連市場向け製品中心のエンジニアリング
は２億６千６百万円（売上高比率18.1％）と前年同四半期比57.9％減少し、営業利益は１千万円となりま
した。不動産賃貸事業は７千８百万円（売上高比率5.3％）と前年同四半期比0.7％増加し、営業利益は５
千４百万円となりました。 
  

当第１四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末比５億６千７百万円（△9.7％）減少
し、53億６百万円となりました。主な要因としては、備蓄原料の積極的削減等による減少１億３千４百万
円によるものです。 
当第１四半期連結会計期間末の固定資産は、前連結会計年度比７千万円（2.0％）増加し、35億３千７

百万円となりました。 
これらの要因により、当第１四半期連結会計期間末の総資産は、全体で前連結会計年度末比４億９千７

百万円（△5.3％）減少し、88億４千２百万円となりました。 
当第１四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末比３億１千２百万円（△7.8％）減少

し、36億９千９百万円となりました。 
当第１四半期連結会計期間末の固定負債は、前連結会計年度末比１億３千５百万円（△4.7％）減少

し、27億３千１百万円となりました。 
当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末比５千万円（△2.0％）減少し、24億１千

３百万円となりました。主な要因として、時価回復によるその他有価証券評価差額金４千万円の増加と、
利益剰余金の減少の差８千８百万円によるものです。 
この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の26.3％から27.2％となりました。期末発行済株式数に

基づく１株当たり純資産額は、前連結会計年度末の181.28円から177.82円となりました。 
  
  

当第１四半期における業績等を勘案し、平成21年５月15日に公表いたしました平成22年３月期の

第２四半期累計期間および通期の業績予想（連結・個別）を修正しております。 

 詳細につきましては、本日別途公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照

ください。 

  
  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

  

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化が

ないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しておりま

す。 

  

②棚卸資産の評価方法 

棚卸資産の簿価切り下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を

見積り、簿価切り下げを行う方法によっております。 

  

③固定資産の減価償却額の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっております。 

  

完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契
約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の
適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を当第１四半期連結会計期間より適用
し、当第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第１四半期連結会計期間末までの進捗部分
について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例
法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 
これによる損益への影響はありません。 
  

  

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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